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報道関係者各位 

2023 年 12 月 7 日 

株式会社ダイヤサービス 

 

 

 

国土交通省「無人航空機等を活用したラストワンマイル配送実証事業」 

ドローンおよび地上配送ロボット連携による 

都市部高層マンションへの無人配送の 

社会実装に向けた実証実験のご案内 

ドローン運航事業会社の株式会社ダイヤサービス（本社：千葉県千葉市花見川区、代表取締役：戸出智祐）

は、国土交通省の「無人航空機等を活用したラストワンマイル配送実証事業」の採択を受け「ドローンおよび

地上配送ロボット連携による都市部高層マンションへの無人配送の社会実装に向けた実証実験」を、千葉

市、SBS 即配サポート株式会社と共同実施いたします。 

1. 実証実験の背景及び目的 

我が国の物流を取り巻く状況は、物流の 2024 年問題、宅配の多頻度小ロット化や人口減少などによるドライバ

ー不足といった問題を抱え、その解決策の一つとして、ドローン物流の社会実装や自動配送ロボットによる配送

の実現に期待が寄せられているところですが、実証的な段階にとどまっており、本格的な導入・サービス化に至

っておりません。 

千葉市においては『幕張新都心を中核とした「近未来技術実証・多文化都市」の構築』のテーマを標榜し、2016

年に国家戦略特区の指定を受けて以降、立地特性を活かした「ドローン宅配構想」実現に向けて、都市部にお

ける実証実験に挑んでまいりました。 

本実証では、これら実証実験を通じて浮かび上がった今後の課題のうち、ドローン・地上配送ロボット連携による

無人配送の早期実現を目指します。 

2. 実証概要 

本実証では、自律飛行ドローンで荷物をマンション付近のドローンポートまで配送し、地上配送ロボットへ連携

後、地上配送ロボットが自律走行でマンション個宅玄関前まで配送することを目指します。 

（1）実施日時 

令和５年１２月２０日（水） 12:00〜13:30 

   （悪天候等のための予備日時：令和５年１２月２２日（金）の同時間帯） 

（2）実施場所 

幕張ベイパーククロスタワー＆レジデンス（マンション内外）及び若葉３丁目公園 
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（3）全体の流れ 

ドローン→ドローンポート→地上配送ロボットの連携による荷物配送 

 

3. 本実証のストーリー 

本実証では今後の社会実装を見据え、ドローン及び地上配送ロボットの特性を活かし、緊急性が高いこと、宅配

ドライバーとの対面を避けたい等の理由のある医療品の配送に取り組みます。 

日本調剤株式会社監修の下、遠隔診療、オンライン服薬指導を受けたマンション住民へ、ドローン及び地上配

送ロボットで医薬品（解熱剤、咳止め・痰切り混合剤）を配送するというストーリーを設定いたしました。 

※実証では模擬の医薬品を使用します。 

 

エントランスから
エレベータホールへ

エレベータを降りて
通路を走行

玄関前まで
自律走行

ドローン→
ドローンポート→
地上配送ロボットへ

とある日曜日、
マンションに住む家の

子供が発熱

幼児がいるため
マンション住民と病院で
遠隔診療を実施

（今回は割愛）

薬の処方が行われるが

最寄り薬局が休日で
お休み

少し離れた谷津薬局が営業
しているため、電子処方箋を
病院から谷津薬局に転送

（今回は割愛）

谷津薬局とマンション住民の
間でNiCOMSオンライン服薬
指導サービスを使用
して服薬指導を実施

谷津薬局よりSBS即配
サポート千葉支店に

集荷依頼
（今回は割愛）

集荷された薬を
ドローンで配送

（今回はルートを短縮）

ドローンポート着陸後
地上配送ロボットに
自動受け渡し

地上配送ロボットが
マンション内まで進入し、
マンション住民個宅玄関前

まで配送
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4. ドローンの飛行ルート及び地上配送ロボットの走行ルート 

本実証は、ドローンポート・地上配送ロボットとの連携が主目的のため、ドローンの飛行は緑地公園から幕張ベ

イパークまでの約 500ｍといたしました。ドローン着陸地点にはドローンポートが設置され、ポートを介して地上

配送ロボットに荷物を受け渡し後、マンション内敷地を通過してマンション内へと進みます。 

 

 

5. 使用機材のご紹介 

（1）ドローン 

本実証では、国産産業用ドローンメーカーである、株式会社 ACSLの PF2 を利用いたします。 

  

＜ドローンの飛行ルート＞ ＜地上配送ロボットの走行ルート＞ 
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（2）ドローンポート 

本実証では、ブルーイノベーション株式会社の開発したドローンポートを使用いたします。 

また、ドローンポートの運用には、同社独自の VIS（ドローンポート情報管理システム）を採用いたします。 

 

(3) 地上配送ロボット 

本実証では、メモリトレース機能を使用し、事前に記憶させたルートを自律走行して荷物配送いたします。 

当日は化粧カバー取付予定 
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6. 実施体制 

区分 会社名・団体名 主な役割 

実施主体 株式会社ダイヤサービス 全体統括、運航管理、各種調整 

共同事業者 

ＳＢＳ即配サポート株式会社 運航補助、効果検証、ビジネスモデルの検

証  

千葉市 自治体としての各種調整 

協力事業者 

日本調剤株式会社 オンライン服薬指導サービス提供 

ビジネスモデルの検証 

三井不動産レジデンシャルサービス株式会社 居住者との連絡調整 

ブルーイノベーション株式会社 機材貸出、技術支援 

7. 今後の予定 
マンションセキュリティシステムとの連携や、地上配送ロボット自らが荷物を判別しルートの自動選択をする等、

より実運用に即した形で更なる実証実験を重ね、ドローン宅配の早期社会実装を目指します。 

そして、将来的には有人地帯（第三者上空）での補助者なし目視外飛行、所謂レベル 4 飛行でのドローン宅配

の社会実装を目指します。 

8. 見学・取材について 

n 一般の方 

大変申し訳ございませんが安全管理上、一般の方のご見学等については受け付けておりません。 

 
n メディア関係者の方 

取材ご希望の方は、12月 15日（金）17：00 までに千葉市国家戦略特区推進課までに別紙にてメール

（tokku.POF＠city.chiba.lg.jp）でお申し込みください。 

(1) 株式会社ダイヤサービス概要 

所在地：千葉県千葉市花見川区朝日ヶ丘 5-27-28 畑町ビル 3階 

設立：昭和 49年 6月 5日 

資本金：1,000万円 

従業員：5 名 

代表取締役：戸出智祐 

事業内容：ドローン運航事業、ドローンコンサルティング事業、ドローンフィールド運営事業、 

ドローンスクール運営事業、実証実験サポート事業 

コーポレートサイト  ：www.daiyaservice.com 

(2) 本件に関するお問い合わせ先 

担当部門：広報部 

電話：043-310-3454（広告掲載売り込みのお電話は固くお断り申し上げます） 

メール：info@daiyaservice.com 

http://www.daiyaservice.com/
mailto:info@daiyaservice.com

